
ご一緒に。 Shall we yuzuriha?

ゆずり葉との時間を望んでくださる方、ひとしずくのよう
に支えてくださる方の会員限定コミュニティです。会費は
ゆずり葉の活動資金として大切に活用させていただきます。

活動理念に共感して応援してくださる方からの寄付を随時、
受け付けております。ゆずり葉にご連絡頂きますと寄付申
込書をお送りいたします。

ゆずり葉会員：ひとしずく (年会費：5,000円 / 口)

特典

寄付

１.ゆずり葉主催イベントへの参加割引

内山節講演会、ワークショップ・読書会等

２.ゆずり葉セレクト著書（(内山節著書or新・贈与論）進呈

３．ゆずり葉便りのメルマガ登録

メンバー紹介

清水菜保子

松下 修

土森武友

上田 厚

内山 隆

松下良介

代表理事

*GLS銀行：貸すことと贈ることのための共同銀行

副代表理事

理事

理事

理事

社員

内山 節顧問

アドバイザー 星子 文

一般社団法人ゆずり葉 連絡先

http://www.yuzuriha.fund
info@yuzuriha.fund

佐藤ななみ
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（松下生活研究所LLC. 所長）

（団体職員）

（元熊本大学医学部教授）

（天草市起業創業・中小企業支援センター・センター長）

（株式会社DESSIN 代表取締役）

（哲学者）

（自然と未来株式会社 取締役会長）

（ファイナンシャルコーチ）

〒 熊本市東区山ノ神2-9-16

お気軽にご連絡ください♪

862-0915

096-202-4079 096-202-4055

ゆずり葉は「温かいお金」の循環を通じて人と人、人と自然の
つながりのある未来へ向けた社会的金融を目指して活動をして
います。是非、ご一緒しましょう！

はじめまして。代表理事の清水菜保子です。

私たちは「次世代に幸せな共に生きる社会をゆずり渡し

たい」との想いを込めてゆずり葉と名前をつけました。

ゆずり葉は、日本では命を継承していくシンボルとして

鏡もちやしめ縄で使われる木です。

私はお金の専門家ではありませんが、環境問題に

向き合う度にお金がどうしてここまで強いのだろう？

人や自然や社会に優しくないのだろう？

「お金」に対して華やかで幸せなイメージと共に、私たち

には手が届かない巨大な力や不安も見え隠れしています。

利益ばかりを追い求め関係性や命の視点を見失った

「冷たいお金」が増えてしまい、人や自然と

つながりあい、感謝や喜びを産む「温かいお金」が

減っているとすれば、「温かいお金」の循環を

取り戻せないか？2017年に視察に行った

ドイツのＧＬＳ銀行*のように私たちの意図でお金の

流れをつくれば、社会が大きく変わると考えています。

毎日使われている私たちのお金を、暮らしの中で

より優しさや愛のある人、組織、地域へ循環していく。

私たちには社会をつくっていく力があると信じています。

ゆずり葉はソーシャルファンディング、

お金との付き合い方についての学びや対話の場、

まちづくり応援などに取り組んでいます。

私たちの活動は静かで、時間のかかる土づくりのようです。

でも気づいた人から少しずつ、ゆずり葉の芽が

伸びるように仲間を増やしていきたいです。

よろしかったら、私たちの活動に参加しませんか？



1 3YUZURIHA MIRAI PATCHWORK

STEP

(普及・啓発・交流事業）

ゆずり葉未来パッチワーク ゆずり葉ソーシャルファンディング
(関係性構築型クラウドファンディング事業）

YUZURIHA SOCIAL FUNDING

(地域づくり事業）
ゆずり葉まちづくり応援
YUZURIHA COMMUNITY EMPOWERMENT

「温かいお金」を未来に託すゆずり人と、受け取って
実践する実行者の輪を育てたい。

地域の住民が主役！！その土地の風土・資源を活かし、
ヒト・モノ・オカネが循環するまちへ

誰かの考え方や想いが、誰かの人の心に届き、
新しい価値が生まれる。そんな場を提供したい。

2
ゆずり葉はどうやって社会をシフト？ 
How does Yuzuriha lead our society for the better future? 

http://www.yuzuriha.fund

2017年5月『人を幸せにするおカネを感じるワークショップ』
（共催：慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科）

2017年12月「お金との付き合い方で社会が変わる」講演会（林公則氏／一橋大学）
2017年12月『新・贈与論』（林公則著）ABD（アクティブ・ブック・ダイアログ）読書会

「これからの社会と幸せな働き方」(2012年6月)
「つながりあう未来」(2011年11月)

「お金」(2013年1月) 「ニッポンというもの」(2013年12月)
「共に生きる。」を未来へつなぐ～生きる世界の再創造を目指して～(2014年)

ゆずり葉の風／内山節講演会／ランチ交流会 ウェブとリアルな場のハイブリッド支援 OSTワークショップ／まちづくり計画書策定・実施支援

STEP STEP

　内山節講演会や、ゆずり葉の風など各種セミナー、ランチ
交流会を行っています。「温かいお金」の巡る地域社会へシ
フトする種をまき、次世代へゆずり渡していく仲間づくりを
していく場です。ゆずり葉ソーシャルファンディングの募集
期間中は実行者と支援者のランチ交流会も実施。ゆずり葉ら
しい温かく、次につながる場づくりを心掛けています。イベ
ントスケジュールはゆずり葉facebook等をご覧ください。

　望む社会は足元から仲間とつくるソーシャルファンディング。
何事も1人の小さな種からスタートします。ゆずり葉は実行者と
対話を重ねて、一緒にプロジェクトを作り上げる伴走型のサポ
ートが特徴です。そのプロジェクトをなぜ行うのか？どうして
資金が必要なのか？地域や周りの人にはどのような影響がある
のか？など問いかけながら、ゆずり葉の視点でプロジェクトに
取り組みます。目の前のお金の調達だけではなく、その取り組
みのストーリーや見えない価値を伝え、コミュニティを作りあ
げる。プロジェクトの公開期間中には実行者の生の声を聞くラ
ンチ交流会等を開催するなど、ウェブとリアルのハイブリッド
支援が特徴です。

従来のクラウドファンディングのように、WEB上でのお金の受け入れだけで
なく、対話により直接想いを伝えてお金を募ることで、お互いの理解や信頼を
深めて、身近に多くの仲間をつくることができます。これは、地域で活動して
いる団体にとって大きな課題である、「持続可能な活動」の支援となります。

～2019年1月　14プロジェクト中13プロジェクト成立
ゆずり人 1185人

　グローバリゼーションや大都市集約型の社会の流れから、
小さな地域に残る、歴史・文化・伝統技術・自然・人と人と
の支えあいなど、経済では測れないかけがえのない価値が見
落とされてきています。
　OST（オープン・スペース・テクノロジー）の手法を用
いたワークショップ等を通じ、地元の方と一緒に地域資源を
再発見しながら、住民主体のまちづくりを目指します。時間
をかけて対話し活動を積み重ねることで、新たなコミュニテ
ィを形成します。まちづくり計画書策定、実施のサポートな
ど地域をまるごととらえて応援するのが、ゆずり葉まちづく
り応援です。

内山節講演会

ゆずり葉の風

平成25年 天草市河浦地域まちづくり OSTワークショップ（延べ約200名参加）

平成26年 御船町水越地域  OSTワークショップ・放送大学共同(約30名)

平成26年 河浦地域まちづくり計画書策定（4か年計画）

平成27年～ 河浦地域まちづくり計画の事業の実施支援

まちづくり支援の実績対話で育む支援のカタチ

これまでの実績


